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じて留学生センター長，2011 年度および 2012 年度の「日韓共同理工系学部留学生事業推進フェア」参
加者も加わった。
○第 39 回（2012 年度第１回）日韓ＷＧミーティング
　日時・場所：2012 年６月５日（火） 14：45　留学生センター長室
○第 40 回（2012 年度第２回）日韓ＷＧミーティング
　日時・場所：2012年７月３日（火） 8：45　学生会館２階多目的室


















　　日時：2012年９月２日（日） ９：30 ～ 17：00








　本事業は 10 年計画で開始されたが，10 年を経たのちも「第２次事業」として継続されている。この
事業における日本の国立大学への日韓生の配置は，これまで通り，日韓生候補生が「志望調査」でどの
大学を望んだかによりほぼ決定され，受け入れようとする日本の国立大学は，自大学が希望大学として
選ばれるように努力しなければならないという形になっている。富山大学としても，日韓生が配置され
るように努力したが，2012 年度は配置が得られなかった。
　日韓生の進学希望校は，ネームバリューのある日本の国立大学に集中しがちで，日韓生の配置はおの
ずとそのような大学に偏るという傾向は否めない。と同時に，学内において日韓共同理工系学部留学生
事業への参加の是非が費用対効果の観点からも議論され始めていることとも相俟って，この事業による
留学生の受入れを追求することに困難が少なくない現状である。富山大学として，どのように舵を切る
かを決断するべき時期なのかもしれない。もし，全学的合意をもって，今後も日韓生の配置を目指すと
するならば，大学としての国際戦略の観点から富山大学の将来像を考えた上で，全学をあげての取り組
みが望まれると言える。
